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1 基本計画の概要 

1-1 基本計画の目的 

・福井市北部地域学校規模適正化基本計画（以下、「基本計画」という。）は、福井市学校規模適正化検討
委員会からの「福井市小中学校の学校規模及び配置の適正化について」の答申を踏まえた森田小学校及び森
田中学校の規模適正化の具体的方策について、関係地区における将来人口や児童生徒数の予測をはじめ、
学校施設や校区、通学路の状況、さらには公民館単位での地域活動等を踏まえて総合的な視点で比較検討
を行い、事業化に必要な事項を整理することを目的とする。 

 

1-2 基本計画の対象区域 

・現在の森田小学校区及び森田中学校区は、森田地区単独で構成されているが、校区の見直し等も考慮し、
灯明寺中学校区である河合地区、中藤島地区、明新地区を関連する地区として捉えて「北部地域」とし、基
本計画の対象区域とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

■ 基本計画の対象区域図 
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２ 北部地域の概況 

2-1 北部地域の位置、地勢 

（1）福井市の位置、地勢 

・福井市は、福井県の嶺北に位置し、市域面積 53,641ha に人口 259,129 人(福井市人口統計 令和 4
年 3 月１日現在)が居住している都市である。 

・本市の中央部は東西の中山間地域に囲まれた福井平野が広がり、西側の越前海岸は日本海に面し、九頭竜
川、日野川、足羽川を中心とした河川が注いでいる。 

・市街地は、福井平野の中央部に形成されており、福井城を中心とした城下町を基盤に、昭和 20 年（1945
年）からの戦災復興土地区画整理事業に始まり、今日まで計画的な発展を遂げてきた。 

・鉄道路線は、ＪＲ北陸本線が市内中央部を南北に縦断し、私鉄が本市の中心部からそれぞれ北方向にえち
ぜん鉄道三国芦原線、北東方向にえちぜん鉄道勝山永平寺線、南北方向に福井鉄道が走っている。現在、
令和 6 年の開業を目指して北陸新幹線の整備が進められている。 

（2）北部地域の位置、地勢 

・基本計画の対象区域である北部地域は、福井平野の北部に位置し、区域面積2,033haに人口47,372人
(同)が居住している地域である。 

・高度経済成長期以降に拡大・開発された市街地と既存集落・田園地域で構成され、中央を九頭竜川が東西
に流れ、森田・河合地区と明新・中藤島地区を隔てている。 

・特に、森田北東部土地区画整理事業（森田地区）、市場周辺土地区画整理事業（中藤島地区）、北
部第七土地区画整理事業（明新地区）等の開発地区を中心に宅地化が進み、人口増加が続いている。 
 
 

 

  

■ 北部地域の位置・地勢図 
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2-2 学校区の指定状況 

・小学校は森田小学校、河合小学校、中藤小学校、明新小学校
の４校区があり、中学校は森田中学校と灯明寺中学校の２校区
が指定されている。 

・明新地区の一部は藤島中学校区、明道中学校区に指定されてい
るが、基本計画の対象区域には含めない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

■ 小学校区の指定状況 

■ 中学校区の指定状況 

地区名 小学校区 中学校区
森田地区 森田小学校 森田中学校
河合地区 河合小学校 灯明寺中学校

中藤島地区 中藤小学校 灯明寺中学校
灯明寺中学校
藤島中学校
明道中学校

明新小学校明新地区

■各地区における小学校区と中学校区の指定状況



- 4 - 

2-3 土地利用に係る法的条件整理 
2-3-1 都市計画法関係 

地区ごとに都市計画法に基づく法規制状況を整理する。 
 
 
 
 
 
 
森田地区 
・ＪＲ北陸本線西側の一部を除き、地区の 83.0％が市街化区域に指定されている。 
・地区中央部や県道 268 号線（福井森田道路）の東側地域は住居系用途地域に、ＪＲ北陸本線や県

道 268 号線沿いを中心に工業系用途地域に指定されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

河合地区 
・地区の 90.8％が市街化調整区域である。市街化区域は森田地区に隣接するエリア（つくし野団地）で、
住居系用途地域と工業地域に、西側は住宅の建築ができない工業専用地域に指定されている。 

 
 
 
 
 
 
 
   

市街化区域︓既に市街地を形成している区域及び、概ね 10 年以内に優先的かつ計画的に市街化を図るべき区域 
（図面上に着色のある区域） 

市街化調整区域︓市街化を抑制すべき区域で、開発行為や建築行為など、市街化を助長する行為は厳しく制限されている
（図面上に着色のない区域） 

用途地域︓市街地における土地利用の適正誘導を目的として定めるもので、福井市では 11 種類が指定されており、それぞれ
の用途地域ごとに建築できる建築物の用途等が規定されている（着色のある区域の内、色ごとに指定） 

■ 森田地区における都市計画法に基づく法規制状況 

■ 河合地区における都市計画法に基づく法規制状況 

県道 268 号線 

■森田地区における区域区分ごとの面積と割合
区域区分 面積（ha） 割合（％）

市街化区域 429.8 83.0%
市街化調整区域 87.8 17.0%

地区全体 517.6 100.0%

■河合地区における区域区分ごとの面積と割合
区域区分 面積（ha） 割合（％）

市街化区域 66.9 9.2%
市街化調整区域 658.6 90.8%

地区全体 725.5 100.0%
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中藤島地区 
・地区の 62.6％が市街化区域に指定されている。 
・中央部は住居系用途地域、ＪＲ北陸本線・環状東線・県道 268 号線の沿線は準工業地域に指定され
ている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

明新地区 
・地区の 81.3％が市街化区域に指定されている。 
・えちぜん鉄道沿線東側とＪＲ北陸本線西側の準工業地域以外は住居系用途地域に指定されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  【まとめ】 土地利用に係る法的条件整理︓① 都市計画法関係 

・森田・中藤島・明新地区は半分以上が市街化区域に指定されており、河合地区のほとんどは市街化調整
区域に指定されている。 

・用途地域は、河合地区の一部で工業専用地域が指定されている以外は、住居系用途地域と工業系用途
地域（主に準工業地域）であり、住宅の建築が可能である。 

■ 中藤島地区における都市計画法に基づく法規制状況 

■ 明新地区における都市計画法に基づく法規制状況 

県道 268 号線 

■明新地区における区域区分ごとの面積と割合
区域区分 面積（ha） 割合（％）

市街化区域 292.3 81.3%
市街化調整区域 67.4 18.7%

地区全体 359.7 100.0%

■中藤島地区における区域区分ごとの面積と割合
区域区分 面積（ha） 割合（％）

市街化区域 269.1 62.6%
市街化調整区域 161.0 37.4%

地区全体 430.1 100.0%
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2-3-2 洪水・土砂災害の危険性 

福井市洪水・土砂災害ハザードマップを基に、地区ごとに洪水・土砂災害想定区域の情報を整理する。洪
水については、水防法の改正に伴い、洪水浸水想定の前提となる降雨が概ね 1000 年に 1 度以上の確率で
発生する「想定最大規模降雨」を対象とする。 

 
森田地区 
・九頭竜川に近い範囲で地区南部ほど浸水深 3.0～5.0ｍ未満のエリアが広がっている。また、九頭竜川と地

区西側の八ヶ川に沿った範囲は家屋倒壊等氾濫想定区域に指定されている。 
・指定避難所は森田小学校、森田中学校、森田公民館、森田栄保育園、仁愛女子短期大学の 5 カ所が

指定されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
河合地区 
・地区中央～北西部で浸水深 3.0～5.0ｍ未満のエリアが広がっている。また、九頭竜川と八ヶ川に沿った範
囲は家屋倒壊等氾濫想定区域に指定されている。 

・指定避難所は河合小学校、河合保育園、福井県工業技術センター、河合公民館の 4 カ所が指定されて
いる。 

 
 
 
 
 
 
   

■ 河合地区の洪水・土砂災害想定区域（想定最大規模） 

■ 森田地区の洪水・土砂災害想定区域（想定最大規模） 
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中藤島地区 
・地区内のほとんどで浸水深 3.0～5.0ｍ未満のエリアが広がっている。また、九頭竜川に沿った範囲は家屋
倒壊等氾濫想定区域が指定されている。 

・指定避難所は中藤小学校のみである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
明新地区 
・地区のほぼ全域で浸水深 3.0ｍ以上のエリアが広がっている。また、九頭竜川に沿った範囲が家屋倒壊等
氾濫想定区域に指定されている。 

・指定避難所は灯明寺中学校と明新小学校の２カ所が指定されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  【まとめ】 土地利用に係る法的条件整理︓② 洪水・土砂災害の危険性 

・九頭竜川沿いに位置するため、どの地区も広い範囲で 3.0ｍ以上の浸水が想定され、九頭竜川に近い場
所では家屋倒壊等氾濫想定区域に指定されている。 

・指定避難所は、各地区に立地している小学校、中学校を中心に指定されている。 

・北部地域内は平野部であり、土砂災害の恐れがある区域はない。 

■ 明新地区の洪水・土砂災害想定区域（想定最大規模） 

■ 中藤島地区の洪水・土砂災害想定区域（想定最大規模） 
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2-4 都市基盤の整備状況 

 地区ごとに土地区画整理事業に着目して都市基盤の整備状況を整理する。 

森田地区 
・西側の地域は旧来からの市街地であり、東側の地域は平成元年以降に拡大した新市街地である。 
・市街化区域内の大半で土地区画整理事業が行われており、その多くは平成３年以降に施行された森田北
東部土地区画整理事業によって整備された市街地である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

河合地区 
・基盤整備は市街化区域に指定されているつくし野団地において、河合鷲塚土地区画整理事業が施行され
ている。 

 
  

■ 森田地区における都市基盤の整備状況 

■ 河合地区における都市基盤の整備状況 

河合鷲塚 
土地区画整理事業区域 

森田北東部 
土地区画整理事業区域 
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中藤島地区 
・大規模な商業施設等が集積する市場周辺は平成元年以降に拡大された市街地である。 
・市街化区域内の大半が土地区画整理事業によって整備された市街地である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

明新地区 
・市街化区域内の大半で土地区画整理事業が施行されており、地区の北側ほど新しい市街地であり、北部
第七土地区画整理事業は平成３年以降の施行である。 

  

【まとめ】 都市基盤の整備状況 

・北部地域の市街化区域内の大半は土地区画整理事業によって都市基盤が整備されている。 

・特に、森田地区の市街化区域の大部分が平成８年度から施行された森田北東部土地区画整理事業
によって拡大した市街地である。 

■ 中藤島地区における都市基盤の整備状況 

■ 明新地区における都市基盤の整備状況 

市場周辺 
土地区画整理事業区域 

北部第七 
土地区画整理事業区域 



- 10 - 

2-5 土地利用現況の推移 

森田地区 

（1） 平成 20 年～令和 2 年の土地利用現況の推移 

平成 20 年の土地利用状況  
・地区西側の旧市街地部分は、平成 20 年時点で宅地化が完了している。 
・森田北東部土地区画整理事業区域内を中心に宅地化の途上であり、低未利用地（農地、都市的未利

用地）が多い状況となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

平成 28 年の土地利用状況 
・東部地域、九頭竜川地域を中心に宅地化が進展したが、県道 268 号線周辺地域は低未利用地が多い
状況となっている。  

森田北東部土地区画整理事業区域 

九頭竜川地域 
（低未利用地 多） 

東部地域 
（低未利用地 多） 

県道 268 号線周辺地域 
（低未利用地 多） 

■ 平成 20 年の森田地区における土地利用状況 

■ 平成 28 年の森田地区における土地利用状況 

東部地域 
（宅地化 進展） 

県道 268 号線周辺地域 
（低未利用地 多） 

九頭竜川地域 
（宅地化 進展） 

県道 268 号線 

出典︓都市計画基礎調査 

出典︓都市計画基礎調査 
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令和 2 年の土地利用現況 
・森田北東部土地区画整理事業区域内を中心に、平成 28 年からさらに宅地化が進展した。 
・東部地域と九頭竜川地域がほぼ宅地化され、県道 268 号線周辺地域の残存農地でも宅地化しつつある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2）市街化区域内の土地利用面積の推移 
・過去 10 年間の推移をみると、農地の減少と住宅用地の増加が顕著にみられる。 
・農地は 11.5 ポイント（49.1ha）減少、住宅用地は 7.8 ポイント（33.3ha）増加しており、市街化区
域内で急激な市街化が進行している。 

  

※Ａ＝市街化区域の面積（図上計測）、数字は面積（ha） 

104.3ha
(24.3%)

74.2ha
(17.3%)

55.2ha
(12.8%)

110.1ha
(25.6%)

136.7ha
(31.8%)

143.4ha
(33.4%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H20

H28

R2

森田地区 市街化区域内の土地利用現況の推移（A=429.8ha）

農地 山林 水面 その他の自然 住宅用地
商業用地 工業用地 公益施設用地 道路用地 交通施設用地
公共空地 平面駐車場 都市的未利用地

東部地域 
（ほぼ宅地化） 

県道 268 号線周辺地域 
（徐々に宅地化） 

九頭竜川地域 
（ほぼ宅地化） 

■ 令和 2 年の森田地区における土地利用現況 

県道 268 号線 

出典︓都市計画基礎調査 

[ 主な土地区画整理事業︓「森田北東部」 、事業面積︓240.41ha、事業終了年度︓令和 2 年 ] 

(※) 都市的未利用地 ︓ 建物建築中など改変工事中の土地、建物跡地、資材置場など、農地以外で宅地や道路等の都市的な土地利用が
行われていない土地 

(※) 

森田北東部土地区画整理事業区域 
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 河合地区 

（1）令和 2 年の土地利用現況 
・二日市町の工業専用地域を除く市街化区域の土地利用の状況をみると、住宅用地（つくし野団地）が多

くを占めている。 
・市街化調整区域は主に既存集落が点在している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（2）市街化区域内の土地利用面積の推移 
・過去 10 年間の推移をみると、主に農地と都市的未利用地の減少、工業用地の増加がみられる。 
・住宅用地に大きな変化はなく、また、市街化区域内の農地の割合が 1.6％となっていることから、宅地化は
ほぼ飽和している。 

   

■ 令和 2 年の河合地区における土地利用現況 

※Ａ＝市街化区域の面積（図上計測）、数字は面積（ha） 

出典︓都市計画基礎調査 

[ 主な土地区画整理事業︓「河合鷲塚」 、事業面積︓21.05ha、事業終了年度︓昭和 57 年 ] 

つくし野団地 

4.7ha
(7.1%)

4.7ha
(7.0%)

1.0ha(1.6%)

11.2ha
(16.7%)

11.4ha
(17.1%)

11.7ha
(17.5%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H20

H28

R2

河合地区 市街化区域内の土地利用現況の推移（A=66.9ha）

農地 山林 水面 その他の自然 住宅用地
商業用地 工業用地 公益施設用地 道路用地 交通施設用地
公共空地 平面駐車場 都市的未利用地

二日市 
工業専用地域 
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 中藤島地区 

（1）令和 2 年の土地利用現況 
・市街化区域内の土地利用の状況をみると、低未利用地はほとんど残っておらず、市街化区域内の土地利

用がほぼ飽和している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（2）市街化区域内の土地利用面積の推移 

・過去 10 年間の推移をみると、農地の減少と住宅用地・商業用地の増加がみられるが、平成 28 年～令和
2 年にかけての変化は鈍化しており、市街化区域内の宅地化はほぼ飽和している。 

  

■ 令和 2 年の中藤島地区における土地利用現況 

※各小学校区とも、Ａ＝市街化区域の面積（図上計測）、数字は面積（㎡） 

出典︓都市計画基礎調査 

[ 主な土地区画整理事業︓「市場周辺」 、事業面積︓191.95ha、事業終了年度︓平成 26 年 ] 

29.9ha
(11.1%)

15.0ha(5.6%)

10.4ha(3.8%)

88.8ha
(33.0%)

100.2ha
(37.2%)

101.3ha
(37.6%)

28.0ha
(33.0%)

37.5ha
(37.2%)

36.4ha
(37.6%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H20

H28

R2

中藤島地区 市街化区域内の土地利用現況の推移（A=269.1ha）

農地 山林 水面 その他の自然 住宅用地
商業用地 工業用地 公益施設用地 道路用地 交通施設用地
公共空地 平面駐車場 都市的未利用地
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 明新地区 

（1）令和 2 年の土地利用現況 
・市街化区域内の土地利用の状況をみると、低未利用地はほとんど残っておらず、市街化区域内の土地利

用がほぼ飽和している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2）市街化区域内の土地利用面積の推移 
・過去 10 年間の推移をみると、主に農地の減少と住宅用地の増加がみられる。 
・しかし、平成 28 年～令和 2 年で土地利用の割合に大きな変化は見られず、市街化区域内の宅地化はほ
ぼ飽和している。 

 
  

■ 令和 2 年の明新地区における土地利用現況 

※各小学校区とも、Ａ＝市街化区域の面積（図上計測）、数字は面積（㎡） 

23.3ha
(8.0%)

14.0ha(4.8%)

10.3ha(3.5%)

114.2ha
(39.1%)

127.5ha
(43.6%)

130.3ha
(44.6%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H20

H28

R2

明新地区 市街化区域内の土地利用現況の推移（A=292.3ha）

農地 山林 水面 その他の自然 住宅用地
商業用地 工業用地 公益施設用地 道路用地 交通施設用地
公共空地 平面駐車場 都市的未利用地

出典︓都市計画基礎調査 

[ 主な土地区画整理事業︓「北部第七」 、事業面積︓74.69ha、事業終了年度︓平成 26 年 ] 
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  【まとめ】 北部地域における土地利用現況（平成 20 年～令和 2 年の変遷） 

森田地区 
・農地が住宅用地に転換されて市街地化が進行している。 
・森田北東部土地区画整理事業区域内は、低未利用地が多く残存していた地区東側が宅地化しており、
県道 268 号線周辺地域に残存している農地において現在、宅地化が進行している。 

・地区西側の旧市街地は平成 20 年時点でほぼ宅地化が完了している。 

河合地区 
・二日市町の工業専用地域を除く市街化区域内（つくし野団地）では、宅地化がほぼ完了している。 

中藤島地区・明新地区 
・農地の住宅用地への転換が進んでいるが、その動向は鈍化しており、市街化区域内の宅地化がほぼ飽和
している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ■ 令和 2 年の北部地域における土地利用現況 出典︓都市計画基礎調査 
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2-6 北部地域の人口推移 

2-6-1 人口の推移 平成 22 年～令和２年（2010 年～2020 年） 

・森田地区は人口増加が続いている。 
・河合地区は過去 10 年間で大きな変化は見られないが、緩やかに減少している。 
・中藤島地区、明新地区は、それぞれ平成 28 年、令和元年にピークに達している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2-6-2 世帯数の推移 平成 22 年～令和２年（2010 年～2020 年） 

・森田地区、中藤島地区、明新地区は、いずれも世帯数の増加が続いている。 
・河合地区の世帯数は横ばいで推移している。 

 

  

H22
（2010）

H23
（2011）

H24
（2012）

H25
（2013）

H26
（2014）

H27
（2015）

H28
（2016）

H29
（2017）

H30
（2018）

R1
（2019）

R2
（2020）

森田地区 3,920 4,014 4,081 4,235 4,368 4,496 4,752 4,915 5,121 5,346 5,586

河合地区 1,250 1,257 1,271 1,286 1,290 1,295 1,296 1,306 1,324 1,319 1,338

中藤島地区 3,907 3,970 4,054 4,190 4,246 4,306 4,568 4,654 4,797 4,870 4,941

明新地区 5,430 5,505 5,587 5,674 5,759 5,817 6,025 6,071 6,167 6,276 6,366

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

（世帯） 地区別世帯数の推移

H22
（2010）

H23
（2011）

H24
（2012）

H25
（2013）

H26
（2014）

H27
（2015）

H28
（2016）

H29
（2017）

H30
（2018）

R1
（2019）

R2
（2020）

森田地区 11,665 11,864 12,091 12,392 12,608 12,909 13,442 13,721 14,148 14,466 14,839

河合地区 4,228 4,212 4,196 4,170 4,108 4,054 4,002 3,955 3,917 3,859 3,834

中藤島地区 11,097 11,222 11,391 11,643 11,751 11,803 12,179 12,298 12,455 12,462 12,509

明新地区 15,059 15,202 15,320 15,460 15,567 15,585 15,857 15,807 15,925 16,066 16,060

0
2,000
4,000
6,000
8,000

10,000
12,000
14,000
16,000
18,000

（人） 地区別人口の推移

※資料︓福井市統計資料（令和２年 10 月 1 日現在） 

明新地区の人口が頭打ち 

中藤島地区の人口が頭打ち 森田地区は人口増加が続く 

河合地区は横ばい～減少傾向 

※資料︓福井市統計資料（令和２年 10 月 1 日現在） 

森田・中藤島・明新とも世帯数
の増加が続く 

河合地区は横ばい傾向 
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2-6-3 児童数の推移 平成 24 年～令和 3 年（2012 年～2021 年） 

・森田小学校は児童数が急激に増加しており、令和 2 年に 1,000 人を超えている。 
・中藤小学校と明新小学校はいずれも増加傾向だったが、平成 29 年からは減少傾向に転じている。 
・河合小学校は横ばいを保っていたが、令和元年から減少傾向にある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2-6-4 生徒数の推移 平成 24 年～令和 3 年（2012 年～2021 年） 

・森田中学校の生徒数はほぼ横ばいで推移していたが、平成 30 年頃から増加傾向に転じている。 
・灯明寺中学校は増加し続けているが、令和元年から伸び率が鈍化している。 

 
  

H24
（2012）

H25
（2013）

H26
（2014）

H27
（2015）

H28
（2016）

H29
（2017）

H30
（2018）

R1
（2019）

R2
（2020）

R3
（2021）

森田中 342 339 329 335 325 318 325 332 367 398

灯明寺中 487 498 534 534 513 526 531 572 582 592

0

100

200

300

400

500

600

700
（人） 中学校生徒数の推移

H24
（2012）

H25
（2013）

H26
（2014）

H27
（2015）

H28
（2016）

H29
（2017）

H30
（2018）

R1
（2019）

R2
（2020）

R3
（2021）

森田小 702 713 730 765 801 855 923 981 1001 1049

河合小 195 200 200 196 203 194 201 194 187 178

中藤小 721 751 793 805 827 820 813 802 761 739

明新小 908 937 915 911 950 933 900 874 862 852

0

200

400

600

800

1000

1200
（人） 小学校児童数の推移

【まとめ】 北部地域の人口推移 

・地区別の人口推移は、森田地区は急激な人口増加が続いているが、中藤島地区と明新地区は増加傾向
が鈍化し、地区内の人口がほぼ飽和したと考えられる。 

・児童数の推移は、森田小学校は急激な増加が続いている一方で、河合小学校、中藤小学校、明新小学
校は減少傾向に転じている。 

・生徒数の推移は、森田中学校、灯明寺中学校とも増加傾向にあるが、灯明寺中学校は鈍化している。 
 

※資料︓福井市統計資料（令和 3 年 5 月 1 日現在） 

※資料︓福井市統計資料（令和 3 年 5 月 1 日現在） 

森田小の児童数が急激に増加 

中藤小・明新小の児童数は 
平成 28年をピークに減少 

河合小は横ばいを保って 
いたが減少傾向へ 

灯明寺中の生徒数も増えて 
いるが、伸び率は鈍化 

森田中の生徒数は特に近年で増加 
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３ 学校施設の現況 

3-1 森田小学校 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■施設概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

RC 1962 ・学習室小

H17 0.87

RC 1972 ・家庭科室

3 ・音楽室

渡廊下 S　1 38.00

RC 1979 ・職員室

3 ・校長室

渡廊下 RC　1 43.00 - - ・放送室

S 2017 ・給食室

RC 1986 ・図書室 ・保健室

3 ・理科室 ・昇降口、職員玄関

渡廊下 S　1 47.00 ・教員室小(２人)

RC 1995

RC 2017 ・理科室

3 ・音楽室

渡廊下 RC　3 150.00 ・特別活動室

RC 1964 ・男女便所

・更衣室

H12 0.9

K 2021 ・図工室 ・児童クラブ４室

・図書室小

・学習室

33 5 11 -

- -

- -

×〇
〇　玄関
スロープ
あり

〇

-

×

0

1

2

0

0

×
昇降口
段差あり

×

-

×

-

×

〇 ×

〇

-

-

ﾄｲﾚ段差
あり

ﾄｲﾚ段差
あり

7

①

②

給食室

普通特別教室棟

4

42

1,014.00

S47

新

49

S54

H29

管理普通教室棟

4

トイレ
ドライ
化

教
職
・
管
理

諸
室

その他諸室

11 2

建物概要 構造

棟番
号

建物名

階数

延床
面積（㎡）

建築
年度

築年
数

構造

S37
×

教室数

普通特別教室棟

体育館 1,868.00

1

③

普通特別教室棟

旧

機能

耐震
基準

IS値

ﾄｲﾚ段差
あり

×1,854.00
3

59

バリアフリー

段差補強
IS

改修
年

普
通
教
室

特
別
支
援
教
室

特
別
教
室

多目
的トイ
レ設置

1,475.00 旧 0.72

旧

新

S61

26
新

H7
504.00

35

0

0 0

4

0

6

5
新

新

旧

0

教室数合計

3

0

118.00

1,101.00

H29

⑦

R3
1,315.00

管理特別教室棟 957.00

普通特別教室棟

57
2

2

S39

④

⑤

⑧ 仮設特別教室棟

⑥
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■トイレの状況 
 小 和 洋 手

男子 3 2 1

女子 1 3 1

男子 5 1 1 1

女子 1 3 1

男子職員 2 1

女子職員 2 1

男子 7 2 1

女子 6 1
多目的トイレ 1

男子 2 2

女子 11

計 19 5 33 6

小 和 洋 手

男子 5 1 1 1

女子 3 2 1

男子 5 1 1

女子 2 3 1

男子 5 2

女子 2 2

男子 2 2

女子 6

計 17 9 19 3

小 和 洋 手

男子 3 1 1 1

女子 2 2 1

男子 5 1 1

女子 3 2 1

男子 5 2

女子 1 3

計 13 10 9 3

24 個）

61 個）

1-5

2-4

小：小便器、和：和便器

洋：洋便器、手：手洗い

2-1

2-2

2-3

3階

3-1

3-2

3-3

2階

72%様式化率

（和便器

（洋便器

1-4

1階

1-1

1-2

1-3
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3-2 河合小学校 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

■施設概要 
  

 
  

RC 1970 ・保健室

0 ・校長室

H25 0.87 ・職員室

RC 1983 ・理科室 ・会議室

・音楽室

RC 1989

RC 1972 旧 ・便所

1 S47 ・器具室

RC 1972 旧 ・昇降口

2 S47

7 1 6 -

教室数

× ×

×

1 - -

③ 管理特別教室棟

棟番
号

建物名

② 普通教室棟

④

体育館 886.00 49

教室数合計

2

ﾄｲﾚ段差
あり

0 0

昇降口 93.00 49 - -
〇玄関ス
ロープあ

り

ﾄｲﾚ段差
あり1 H1

×1,027.00 32 0 0
新

・図工室

・ﾈｯﾄﾜｰｸ、

　ｺﾝﾋﾟｭｰﾀー室

・家庭科室

3 S58

3 S45

1,074.00 38
新

旧 0.46

〇

〇 × 〇

教
職
・
管
理

諸
室

多目
的トイ
レ設置

段差

① 管理普通教室棟 1,201.00 51 5

構造

延床
面積（㎡）

建築
年度

築年
数

耐震
基準

IS値 普
通
教
室

特
別
支
援
教
室

特
別
教
室階数

改修
年

補強
IS

建物概要 構造 その他諸室 機能

バリアフリー

トイレ
ドライ
化
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■トイレの状況  
 小 和 洋 手

男子 4 1 1

女子 1 2 1

男子 3 1

女子 3

男子職員 3 1

女子職員 3

男子体育館 4 1 1

女子体育館 2 2

14 11 6 3

小 和 洋 手

男子 4 1 1

女子 1 2 1

男子 3 1 1

女子 1 2

7 2 6 3

小 和 洋 手

男子 4 1 1

女子 1 2 1

4 1 3 2

14 個）
15 個）

2-2

３階

3-1

計

２階

2-1

1-4

計

１階

1-1

1-2

1-3

（和便器
（洋便器

計

小：小便器、和：和便器

洋：洋便器、手：手洗い

様式化率 52%
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3-3 森田中学校 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■施設概要 
  

RC 1968 ・職員室、校長室

3 ・放送室

S　1 59.00 H27 0.88 ・保健室

RC 1975 ・金工室、木工室

・被服室、調理室

・第１、2理科室

・美術室、音楽室

RC 1982

- -

RC 1982

RC 1995 ・図書室

・コンピューター室

RC ・昇降口

2 ・職員用玄関

渡廊下 S　1 22.00 ・男女、多目的便所

南渡廊下 S　1 21.00 ・更衣室

RC 2011

1 H23

12 3 10 -

4

- 〇

〇

-

〇-

--

〇
玄関ス
ロープあ

り

〇

〇

ﾄｲﾚ段差
あり

H7

H23

2011

0.72

00

S50

46

H25 0.88

0 0

×

-

8 ×

教室数合計

昇降口

3

3

④ 特別教室棟 451.00

191.00

② 特別教室棟
4

1,292.00

旧

旧

0.56

機能その他諸室教室数

39
旧

耐震
基準

IS値 普
通
教
室

特
別
支
援
教
室

棟番
号

建物概要

39

建物名

構造

延床
面積（㎡）

10

10

0

特
別
教
室

建築
年度

1,294.00

構造

①
旧 0.39

S57

築年
数

26
新

S43
管理普通教室棟

普通教室棟 959.00

53

1

2

教
職
・
管
理

諸
室

バリアフリー

トイレ
ドライ
化

多目
的トイ
レ設置

段差
階数

改修
年

補強
IS

0

3

③

東渡廊下 204.00

新

新
体育館

⑤

2,087.00

S57

〇

-

〇

-

〇

×
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■トイレの状況  
 小 和 洋 手

男子職員 4 1 1
女子職員 2 2 1

男子 4 0 2 1
女子 2 2 1
男子 4 1 1
女子 1 4

12 7 12 3

小 和 洋 手
男子 4 1 1
女子 2 2 1
男子 4 0 2 1
女子 2 2 1

8 5 7 3

小 和 洋 手
男子 4 1 1

女子 2 2 1
男子 4 0 2 1
女子 2 2 1

8 5 7 3

17 個）
26 個）

（和便器
（洋便器

計

小：小便器、和：和便器
洋：洋便器、手：手洗い

様式化率 60%

3-1

3-2

１階

２階

３階

計

計

2-1

2-2

1-1

1-2

1-3
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3-4 中藤小学校 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■施設概要 
  

RC 2013

RC 2013 ・第１、第２音楽室

・図工室

RC 2013

3

RC 2012 ・更衣室

・器具庫

23 6 8 -

教室数

2

H24
体育館

2 H25

1,677.00 9 〇

教室数合計

② 0 0
新

IS値 普
通
教
室

特
別
支
援
教
室

4,288.00

2 H25

管理普通特別教室棟 8 3

2

特別教室・給食室棟 1,085.00 8
新

0

構造

棟番
号

建物名

構造

①

普通教室棟

延床
面積（㎡）

建築
年度

・地域連携室
・相談室・保健室
・会議室・職員室
・校長室
放送室

8
新

その他諸室 機能

×〇

階数
改修
年

補強
IS

建物概要

築年
数

耐震
基準 特

別
教
室

教
職
・
管
理

諸
室

バリアフリー

トイレ
ドライ
化

多目
的トイ
レ設置

段差

〇玄関ス
ロープあ
り、EVあ

り

・図書室
・図書準備室
・第1、第2理科室
・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀー室

0 〇 〇

〇

〇 〇

×3,412.00 8
新

15
H25
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■トイレの状況  
 小 和 洋 手

男子 7 4

女子 8

男子 2 1
女子 1
多目的 1

男子 7 4

女子 8

男子 7 4
女子 8

男子職員 3 2
女子職員 3

男子 5 1 3 3
女子 1 5
多目的 1

31 2 53 3

1-2

1-3

1-4

1-5

1-6

１階

1-1

計

小 和 洋 手
男子 7 4
女子 8
男子 7 4
女子 8
男子 7 4
女子 8

男子 7 4

女子 8

2-5 多目的 1

28 0 49 0

2 個）
102 個）

98%
（和便器
（洋便器

2-2

計

2-4

小：小便器、和：和便器
洋：洋便器、手：手洗い

2-3

様式化率

２階

2-1
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3-5 明新小学校 

 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■施設概要 
  

RC 1971 ・図書室 ・職員室　・校長室

・図工室 ・放送室　・会議室

H22 0.89 ・相談室　・保健室

RC 1971

H27 0.92

RC 1971 ・家庭科室

・第１理科室

H21 0.97 ・第１音楽室

RC 1974

H21 0.97

RC 1977 ・第２音楽室

・第２理科室

H21 0.97

RC 1977

・施設員室

H26 0.92

RC 1971

H15 0.88

26 4 7 -

教室数

〇

- -

×

0 0

普
通
教
室

特
別
支
援
教
室

0

〇

〇

〇

2 S46
⑤ 体育館

44

①
普通教室・特別教室・管

理棟
50

S46

②

③ 普通教室棟
3 S49

1,256.00 44
3 S52

7 0

0 0

教室数合計

50
旧 -

S46

普通・特別教室棟

④

便所、渡り廊下

旧 0.36

290.00

× ×

旧 0.68

3 S52

1,067.00

3 S46

0.63

- 〇

普通・特別教室棟 934.00 50
旧 0.36

47
旧 0.36

4 2

6 0

-

-484.00

-

便所、渡り廊下 0

3

機能

特
別
教
室

教
職
・
管
理

諸
室

バリアフリー

トイレ
ドライ
化

多目
的トイ
レ設置

段差

建物概要 構造

棟番
号

建物名

構造

延床
面積（㎡）

その他諸室

298.00 50

旧 0.3
9 2

建築
年度

築年
数

耐震
基準

IS値

階数
改修
年

補強
IS

旧

- -
〇ポーチ
スロープ
あり

2,344.00
3

〇 × 〇
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29 個）
34 個）

（和便器
（洋便器

様式化率 54%

■トイレの状況 
 小 和 洋 手

男子 4 4 3
女子 1 6 1
男子 4 2 2
女子 3 2 1

男子職員 2 1 1
女子職員 3 1 1

男子 6 1 1
女子 4 1

16 13 18 8

1-4

１階

1-1

1-2

1-3

計

小 和 洋 手
男子 5 1 2 2

女子 3 3 1
男子 4 1 1 2
女子 3 2 1

9 8 8 6

２階

2-1

2-2

計

小 和 洋 手
男子 5 1 2 1
女子 3 3 1
男子 4 1 1 2
女子 3 2 1

9 8 8 5

小：小便器、和：和便器
洋：洋便器、手：手洗い

3-1

3-2

計

３階
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3-6 灯明寺中学校 

 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■施設概要 
 
 
 
 
 
  

RC 1971 ・美術室　・図書室

H19 0.9

RC 1972

H27 0.92

RC 1974 旧

3 H26

渡廊下 RC3 199.00 H27 0.91 〇

リフト S　3 11.00 S55 41

RC 1989 ・理科室

・調理室

・音楽室

RC 1989 ・技術室

・視聴覚室

・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀー室

S 1996

-

RC

2

渡廊下 RC　1 21.00 〇

渡廊下 RC　2 32.00 〇

20 2 11 -

教室数

〇
玄関ス
ロープあ

- 〇

× ×

× ×

〇

教室数合計

2

4 0
・理科室
・家庭科室
・音楽室

7 0

6 0

0 0

0

0

0

0

⑤
体育館

②

④

配膳室
1

70.00 25

1,268.00 50

普通特別教室棟 1,142.00
47

昇降口特別教室棟

S49

③ 普通特別教室棟

2
32

3

管理普通特別教室棟 1,120.00 49
3 S47

3 S46

新

新

H1

1,209.00 32

2,087.00 1994

27

H6

1,137.00

新

H1

新

H8

0.92

教
職
・
管
理

諸
室

バリアフリー

トイレ
ドライ
化

多目
的トイ
レ設置

段差

〇

×トイレ
段差あり

〇- -

3

・職員室　・校長室
・保健室　・放送室
・施設員室・更衣室
・相談室

- -
旧

旧
×

〇 ×

建物概要 構造 その他諸室 機能

棟番
号

建物名

構造

×
×トイレ
段差あり

①

普通特別教室棟

特
別
支
援
教
室

特
別
教
室階数

改修
年

補強
IS

延床
面積（㎡）

建築
年度

築年
数

耐震
基準

IS値 普
通
教
室
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小 和 洋 手

男子 7 1
女子 3 2
男子 6 1 2
女子 3 2 2
男子 4 1 1
女子 2 1

男子職員 2 1
女子職員 2

男子 3 1 2

女子 2 3
22 12 16 4

小 和 洋 手
男子 7 1
女子 3 2
男子 6 1 1
女子 3 3 3

男子 4 1 1
女子 2 1

17 9 9 4

小 和 洋 手

男子 7 1 1 1
女子 2 3
男子 6 2 2

女子 3 2 2

13 6 8 5

27 個）
33 個）

様式化率 55%
（和便器
（洋便器

2-3

3-1

3-2

計

小：小便器、和：和便器
洋：洋便器、手：手洗い

計

３階

１階

1-1

1-2

1-3

1-4

計

２階

2-1

2-2

1-5

■トイレの状況 
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４ 福井市学校規模適正化検討委員会の答申内容 

4-1 福井市学校規模適正化検討委員会の設置の経緯及び協議の経過 

・平成 27 年１月  文部科学省から「小・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引き」が示される 

・平成 30 年 3 月  福井市総合教育会議において、学校規模適正化について協議する必要性を確認 

・平成 30 年 9 月 14 日 福井市学校規模適正化検討委員会を設置（７回の委員会を開催） 

・令和 2 年５月 26 日 「福井市小中学校の学校規模及び配置の適正化について」の答申 

※検討委員会による協議のほか、小規模・大規模校の校長からのヒアリングや、対象地区の保護者等に対するア
ンケート（回答総数 1,752）が実施された。 

4-2 基本的な考え方 

・検討にあたっては、子どもたちの学びの環境としての適正規模・適正配置に焦点を当て、子どもたちが集団生活
の中での様々な経験をとおして、互いに学び合い、高め合うことのできる、望ましい学校規模について議論が進
められた。 

4-3 適正規模の考え方 

小学校、中学校における適正規模の概要は以下のとおりである。 

  
① 小学校の適正規模の考え方  
・多様な仲間と学び合い、高め合うためには、各学年２～３学級が標準規模 
・学年ごとに１学級を維持できる規模、各学年３～５学級も許容範囲 
・各学年６学級以上、全児童数が 1,000 人を超えることが予想される場合、施設活用等で支障をきたし、
子どもたちが伸び伸びと学び生活することが困難になるため望ましくない 

② 中学校の適正規模の考え方  
・多様な人間関係の中での学び合いのために、各学年複数の学級編成が望ましい 
・１学年１学級であっても 20 人程度であれば、きめ細やかな少人数教育が展開できるので許容範囲 
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4-4 森田地区への提言内容 

検討委員会では、森田地区の学校規模の適正化について下記の内容が提言された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4-5 北部地域における学校規模適正化の経緯 

4-5-1 森田地区を対象としたアンケート結果概要（令和２年１月） 
・森田小学校については、現在の児童数が多いことから、学校関係者を中心に「多すぎて望ましくない」という
回答が多かった。 

・自由記述の中で、小学校の児童数増加への対応として、2 校に分けるといった意見が多かった。 
・その他には、増築、隣接校との校区変更という意見もあった。 
・森田中学校については、現在の生徒数はまだ多くないことから、保護者、学校関係者とも「多すぎて望ましく
ない」という回答は 3 分の 1 以下であった。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

4-5-2 意見交換会の結果概要（令和 2 年 10 月～11 月） 

 

 
 
 
 

  

提言のポイント 
・ 森田小学校について、速やかに２校への分割を進めることが必要となる 
・ 分割に際しては校区を見直し、通学時間や安全面について十分配慮すること 
 

福井市における学校規模の適正化について、第一に検討すべき地域は、森田地区である。とりわけ森
田小学校については、急激に大規模校化し、子どもたちの教育活動に支障をきたしている。今後、更に大
規模校化が進展することが予想されるため、速やかに２校への分割を進める必要がある。その際、校区を
見直し、通学時間や安全面について十分配慮しなければならない。 
 

参加者数 主な意見等

森田地区
（R2.10.23）

保護者52名
地区住民等13名
地区外5名

・規模適正化に向けた市の動き出しが遅い
・速やかな中学校の建設及び小学校の2校化
・中学校が新設される場所への懸念
・通学路の安全確保
・小学校2校化までの暫定的な校区変更

河合地区
（R2.11.20）

保護者16名
地区住民等1名
地区外2名

・平成30年の要望を受けてからの市の取り組み内容
・速やかな中学校の新設
・中学校の位置については森田・河合両地区からバランスの取れた場所を希望
・兄弟姉妹で異なる中学校へ通学する際の配慮




